＜令和 (れいわ)７年度 (ねんど)第 (だい)１回 (かい)三重県 (みえけん)障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト＞
日時 (にちじ)：令和 (れいわ)７年 (ねん)５月 (がつ)２０日 (にち)（火 (か)）　１４：００～１５：３０
場所 (ばしょ)：三重 (みえ)県庁 (けんちょう)厚生棟 (こうせいとう)１階 (かい)S１０３会議室 (かいぎしつ)　または オンライン
参加者 (さんかしゃ)：プロジェクトメンバー　４名 (めい)　　　事務局 (じむきょく)　３名 (めい)

○会議 (かいぎ)の内容 (ないよう)
（１）自己 (じこ)紹介 (しょうかい)

（２）障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトの目的 (もくてき)やルールの確認 (かくにん)

（３）司会 (しかい)決 (き)め

（４）事務局 (じむきょく)からの連絡 (れんらく)、共有 (きょうゆう)事項 (じこう)
①前回 (ぜんかい)会議 (かいぎ)（令和 (れいわ)６年 (ねん)１２月 (がつ)）の内容 (ないよう)の振 (ふ)り返 (かえ)り
・プロジェクトの本来 (ほんらい)の目的 (もくてき)は、障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)を支援 (しえん)すること。
・コロナ禍 (か)前 (まえ)は、当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトの地域 (ちいき)開催 (かいさい)という形 (かたち)で、施設 (しせつ)に行 (い)って当事者 (とうじしゃ)から話 (はなし)を聞 (き)いたり意見 (いけん)交換 (こうかん)する機会 (きかい)があった。
・研修 (けんしゅう)にも関 (かか)わり、当事者 (とうじしゃ)の声 (こえ)を伝 (つた)えていた。　
・今後 (こんご)の当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトの方向性 (ほうこうせい)についてアンケートを行 (おこな)うことになり、事務局 (じむきょく)からメンバー宛 (あ)てへメールしている。アンケートの概要 (がいよう)については、今回 (こんかい)の会議 (かいぎ)資料 (しりょう)として送付 (そうふ)させていただいた。
②プロジェクトメンバーについて
③報償費 (ほうしょうひ)について
④地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)へのアンケートについて
・地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)へのアンケートを企画 (きかく)していたが、コロナ禍 (か)の影響 (えいきょう)で中断 (ちゅうだん)されてしまった。アンケートは完成 (かんせい)しており、今後 (こんご)どうするか話 (はな)し合 (あ)いたい。
⑤研修 (けんしゅう)について提案 (ていあん)
・「障 (しょう)がい者 (しゃ)虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)・権利 (けんり)擁護 (ようご)研修 (けんしゅう)」の中 (なか)に「当事者 (とうじしゃ)の声 (こえ)」という講義 (こうぎ)があり、当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトのメンバーに担当 (たんとう)いただけないかと考 (かんが)えている。
[bookmark: _Hlk199759526]・その他 (ほか)、以前 (いぜん)には「障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス事業所 (じぎょうしょ)職員 (しょくいん)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)」への関 (かか)わりもあった。今後 (こんご)の研修 (けんしゅう)への関 (かか)わりについても話 (はな)し合 (あ)いたい。

（５）思 (おも)いの共有 (きょうゆう)、プロジェクトで話 (はな)し合 (あ)いたいテーマについて
・地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)へのアンケートは、当事者 (とうじしゃ)が地域 (ちいき)の協 (きょう)議会 (ぎかい)に　どう関 (かか)わっているのか、状況 (じょうきょう)を確認 (かくにん)するために作成 (さくせい)したもの。
[bookmark: _Hlk199852333]・当事者 (とうじしゃ)の関 (かか)わり方 (かた)は市町 (しちょう)によって異 (こと)なる。本会 (ほんかい)、あるいは部会 (ぶかい)に参加 (さんか)している場合 (ばあい)がある。
・アンケートの集計 (しゅうけい)結果 (けっか)を市町 (しちょう)へフィードバックするなど、活用 (かつよう)できると良 (よ)い。
・コロナ禍 (か)で中断 (ちゅうだん)した影響 (えいきょう)もあり、当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトが市町 (しちょう)に認知 (にんち)されていないのでは。そのような中 (なか)でアンケートを送 (おく)っても良 (よ)いのかどうか、不安 (ふあん)はある。
・過去 (かこ)のプロジェクトにはもっと多 (おお)くの参加者 (さんかしゃ)がいたが、現在 (げんざい)は少 (すく)なくなっている。何 (なに)かをするにも、決定 (けってい)することの難 (むずか)しさがある。
・プロジェクトに関 (かん)して、専門性 (せんもんせい)のある方 (かた)に入 (はい)ってもらうと方向性 (ほうこうせい)が出 (で)てくるのではないか。
・アンケートについては、実態 (じったい)を把握 (はあく)するという目的 (もくてき)のためにも、やってみる意味 (いみ)はあると思 (おも)う。
[bookmark: _Hlk199764261]・地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)についてアンケートを実施 (じっし)する。市町 (しちょう)へ送 (そう)付 (ふ)し、結果 (けっか)は次回 (じかい)プロジェクト会議 (かいぎ)で報告 (ほうこく)。
・プロジェクトメンバー全員 (ぜんいん)に、事務局 (じむきょく)からメール送付 (そうふ)し、アンケート内容 (ないよう)を確認 (かくにん)いただく。
・プロジェクト会議 (かいぎ)の開催 (かいさい)回数 (かいすう)は未定 (みてい)だが、年 (ねん)３、４回 (かい)できればと考 (かんが)えている。
・虐待 (ぎゃくたい)事案 (じあん)について。当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトとして、何 (なん)らかの意見 (いけん)を出 (だ)せないか。当事者 (とうじしゃ)の思 (おも)いを伝 (つた)えることは大事 (だいじ)。
[bookmark: _Hlk199762071][bookmark: _Hlk199764009]・研修 (けんしゅう)への関 (かか)わりについて。「障 (しょう)がい者 (しゃ)虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)・権利 (けんり)擁護 (ようご)研修 (けんしゅう)」、「障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス事業所 (じぎょうしょ)職員 (しょくいん)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)」へ、プロジェクトとして参加 (さんか)の方向 (ほうこう)で考 (かんが)えたい。
・今年度 (こんねんど)の「障 (しょう)がい者 (しゃ)虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)・権利 (けんり)擁護 (ようご)研修 (けんしゅう)」の原稿 (げんこう)を作成 (さくせい)した。精神 (せいしん)障 (しょう)がいについてあまり触 (ふ)れていないので、原稿 (げんこう)内容 (ないよう)について確認 (かくにん)をお願 (ねが)いしたい。
・「障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス事業所 (じぎょうしょ)職員 (しょくいん)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)」については、講師 (こうし)の先生 (せんせい)との調整 (ちょうせい)が必要 (ひつよう)。
・行政 (ぎょうせい)や専門 (せんもん)職 (しょく)の中 (なか)でも、対話 (たいわ)ができるところもあれば、できないところもある。
・当事者 (とうじしゃ)は福祉 (ふくし)の専門 (せんもん)職 (しょく)だけに囲 (かこ)まれて生 (い)きているのではない。周囲 (しゅうい)との対話 (たいわ)が大事 (だいじ)だと思 (おも)う。

（６）その他 (た)
・地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)のアンケート送付 (そうふ)に向 (む)けて調整 (ちょうせい)を行 (おこな)う。

